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要　旨 
本研究では、没入感の高いVRプラネタリウムを活用した天文講座お˻び全国の高校生に˻˾制作・発表イベント「プラネタリウ

ム甲子園」を実施し、星や宇宙への興味・関心お˻び科学技術分野への理解の向上を図った。 

天文講座後のアンケート結果を統計的に分析したとこ̀、すべての評価項目において有意な向上が確認さ˿、VRプラネタリウ

ムが天文教育において有効な学習手段であ˾ことが示唆さ˿た 

１．動機及び目的
宇宙や科学技術は将来の社会に直結す˾重要な分野であ˾が、そ˿˼に興味を持つきっかけは多くない。そこで本研究では、

没入感の高いVRプラネタリウムを活用し、星空を身近に体験でき˾学習機会を提供す˾とともに、全国の高校生が制作・発表

を行う「プラネタリウム甲子園」を開催し、星や宇宙への興味・関心お˻び科学技術への理解の向上を図˾ことを目的とす˾。 

２．方法
 【VRプラネタリウムの概要と作成方法】

VRプラネタリウムとは、プラネタリウムを360°の映像として鑑賞でき˾˻うにしたものであ˾[1][2]。360°カメラに˻˾撮影、ま

たは3Dプラネタリウムソフト「Stellarium」に˻˾星空の画面収録を行い、解説や音声

を付加して360°形式の映像として作成した（図1）。作成した映像は、YouTubeへの投

稿や実際のプラネタリウムへの投影が可能であ˾。

 【本研究におけ˾活動内容】

 ・本研究では、VRプラネタリウムを用いて二種類の活動を行った。

 ①天文講座の実施

本研究では、明石市立二見図書館に開催した天文講座でVRプラネタリウム体験を実

施し、VRプラネタリウム体験後にアンケート調査を行った。

 ②「プラネタリウム甲子園」の開催

全国の高校生を対象に「プラネタリウム甲子園」を開催し、VRプラネタリウム制作を通じた交流と発表の場を設け˾ことを予定し

てい˾。今後、応募校に˻˾VRプラネタリウムの制作お˻び審査を行う予定であ˾。審査は、YouTube上での投票に˻˽行う

予定であ˾。 

３．結果と考察
 １７人の方にVRプラネタリウムを体験しても˼った。（未就学児３名、

学生名１０、大人４名）講座後に4項目について5件法のアンケート調

査を行った。結果に対し、基準値を3（講座の影響がなかった）とし、1

標本t検定を用いて本講座の有効性を検証した。（表１）その結果、す

べての項目でp＜0.001とな˽、講座の有効性が統計的に示さ˿た。

 特に「星・天文への興味」お˻び「プラネタリウム鑑賞への意欲」が高

い値を示したことか˼、VRに˻˾没入感の高い映像体験が、天文現

象を身近なものとして感じさせた可能性が考え˼˿˾。また、VRプラ

ネタリウム体験は、年齢を問わず参加者の天文分野への理解お˻び

興味を高め˾効果を有す˾ことが示唆さ˿た。一方、「科学技術への

興味」については他項目と比べ˾と平均値はやや低かったものの、そ˿でも基準値であ˾3を有意に上回ってお˽、VRという技

術自体が科学技術分野への関心喚起に一定の効果を与えたと考え˼˿˾。 

４．今後の展望
今後もVRプラネタリウムの普及に努め˾とともに、「プラネタリウム甲子園」においては制作指導の充実を図˽、YouTubeを通

じた発信に˻˽さ˼な˾認知向上を目指す。 
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要旨

Ᏹᐂࡸ⛉Ꮫᢏ⾡࡬の㛵ᚰを㧗めるࡇとを目的とし࡚ࠊᑠ୰Ꮫ⏕をᑐ㇟にᢡࡾ⣬を用࠸たయ㦂

的࡞ኳ文Ꮫᩍ⫱をᐇ᪋しࡑࠊのᏛ⩦ពḧ࠾よࡧᩍ⫱的ຠ果を᳨ドしたࠋㄪᰝの結果ࠊᏱᐂ࠾よ

る࠶ᩍ⫱ᡭ法とし࡚᭷ຠ࡛ࡀ⣬ᩍᮦࡾᢡࠊࢀࡉㄆ☜ࡀୖྥ࡞る⯆࿡・㛵ᚰの᭷ពࡍにᑐ⛉⌮ࡧ

ࠋる࠶ண定࡛࠺⾜る᳨ドを࡞ࡽࡉࠊᑐ㇟ᖺ㱋をᣑ኱しࡣ今後ࠋたࢀࡉ♧ࡀとࡇ

1. ືᶵཬࡧ目的

Ᏹᐂや科学技術はᑗ᮶の♫఍に┤結する㔜要な分㔝であるのにも関わらࡎ、Ꮚ࡝もたࡕがそ

れらに⯆味をᣢつきっかけは決してከくない。そこで、体㦂的な学びの機఍をᥦ౪すること

で、小୰学生の理科・Ᏹᐂへの関心を高め、᭦には学⩦意ḧを向ୖさせることを目的とした。

本研究では、小୰学生を対象としてᢡり⣬をά用した天文学ᩍ⫱の実㊶を行い、そのᩍ⫱的ຠ

果を検証した。

２．方法

2026年1月11日に明石市立஧見図᭩㤋において、7ྡの小୰学生（小学

生6ྡ、୰学生1ྡ）に対してㅮᗙを行い（図1）、太陽系のᝨ星を⦰ᑻ的

に表現したᢡり⣬ᩍᮦ（図2）を導入することでクイズᙧ式を஺えながら

各ᝨ星の≉ᚩを⤂௓した。これにより、受ㅮ者が太陽系をより㌟近

に感ࡌられるよう㓄៖した。㐣ཤに実施したㅮᗙとの比較のため、

以前に行ったㅮᗙから、月の‶ࡕḞけの解ㄝを┬␎し、ᝨ星間の位

置関係についてのㅮᗙを㏣ຍし、比較を行った。さらに、ࠕ太陽系

散ṌࠖというWEBアプࣜ（図3）[1]を利用し、太陽系におけるᝨ星

の位置関係を視ぬ的に分かりやすくㄝ明した。

ㅮᗙ実施後のアンケートを実施し、Ᏹᐂへの理解、Ᏹᐂへの⯆味、

理科への⯆味、ㄝ明の分かりやすさの4つの㉁問に対して、ࠕຠ果があ

った㸸㸲、ຠ果がなかった㸸１ࠖという 㸲௳法で調ᰝを行った。

得られた結果に対し基‽値を2.5（ㅮᗙの影響がなかった）として、

１ᶆ本t検定を行い、௒ᅇのㅮᗙが真に有ຠであったかを検証した（表

１）。

３．結果と考察

星・天文への理解ではp値1.8×10⁻³、星・天体への⯆味で3.7×10⁻³理科

への⯆味で6.0×10⁻͵、ㄝ明の分かりやすさでpӐ0.01となり、࡝

の値も㹮㸺0.01（***）となっている。よって、௒ᅇのㅮᗙは有

意にຠ果が見られ、㠀常に有ຠであったと言える。

４．཯┬とㄢ㢟

これらの結果から、௒後は小学校୰学年を୺な対象とし、学

校のᤵᴗෆᐜを踏まえつつも、より一ᒙ⯆味をႏ㉳できるㅮᗙ

ෆᐜへとᨵၿしていきたい。

また、୰学生のデータが1ྡ分のみであるため௒後は୰学生を

対象としたㅮᗙを実施し、༑分なデータの収集を行う必要があると考える。

௒後は、本校の㐃ᦠ校である高ୣ୰学校な࡝で、出前ᤵᴗの実施をண定している。

参考文献

[1] 天文普及におけるᢡり⣬ᩍᮦとしての利用㸪ジࣗࢽアセッションண✏集㸪➨27ᅇ㸪45࣌ー

ジ,明石市立天文科学㤋星の཭の఍࡯しとも学生部㸸井口智晴ら

４６

講演　３５Ｐ


